





















広い公衆の参加を促すためにJ(F ASB， 2010， p. 5)審議内容を公表し、利害
関係者の意見を聴取する手続き、すなわちデュー ・プロセスを設定過程に組み



































いわゆる 「会計の政治化 CPoliticizationof Accounting) J問題が出現した。




















































に関する研究報告書 CReportof the Study on Establishment of Accounting 
Principles) Jを公表した。この報告に基づき 1973年 7月、新たな会計基準設
定機関として設立されたのが、今日もアメリカの会計基準設定機関として活動

















4)民間団体による基準設定方式が維持された背景として、「私的統制JCprivate control) J 


























に、 生命、自由、または財産を奪われることはない (Noperson...shall.・bedeprived 
of life， liberty， 01' property， without due process of law)J。
7)このような観念は、プロセスよりも結果を重視する笑体的正義 (substantivejustice) 

















3 デュー ・ プロセスの意義と限界
会計基準設定に関する代表的な見解として、 Solomons(1978)は、信頼で
きる地図は中立性という質を備えていなければならないように、会計基準の設




































出所):'v!iler and Redding (1986)，邦訳90ページ。
していくことは、審議過程の透明化という観点、から極めて重要であると恩われ




ていることを指摘している (Johnson and Solomons， 1984， p.174)。




















ments of Financial Accounting Concepts: SFAC)第 l号において、 「公益
Cpublic interests)を擁護することjを目的と謡っている CFASB， 1978，邦
訳4ページ)。
この公益という概念 10)を利害関係者が意見の論拠に用いた事例として、い
わゆる「石油・ガス会計」を挙げることができる。 1977年 7月に FASBは
「石油 ・ガス産出産業による財務会計および財務報告」という公開草案を公表




















を及ぼす可能性があるとし、 SFAS第 19号を拒否するよう SECに勧めた。最




































(International Accounting Standards Board: IASB)、日本の現在の会計基






















































































































まず、第一規則は 「可能参加者 Cdiepotentiellen Teilnehmer)の範囲を規定




















































理」として提示した 14)。その中のひとつに、「質の公理 Cmaximof quality) J 
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